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IT点呼（遠隔点呼）の対象拡大の検討スケジュール案

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

IT点呼（遠隔点呼）の対象拡大

点呼に必要な運転者の情報の提供が可能な高度な
点呼機器を使用することを条件に、他営業所の運転者
に対するIT点呼（遠隔点呼）を認めることを検討。

（令和３年度前期）
高度な点呼機器を使用した遠隔点呼の実証調査を開始。

（令和３年度後期）
実証調査の結果から、機器性能等の要件を検討。

令和２年度 令和３年度

３月 ４〜６月 ７〜９月 １０〜１２月 １月〜３月

検討会

テーマ別
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業者①
（実証調査第１弾）

事業者②
（実証調査第２弾）

遠隔点呼の試験的実施

国交省による実験結果の評価

事業者による実験結果の評価

遠隔点呼の試験的実施

事業者による実験結果の評価

★ ★ ★

実証実験（第１弾）
の開始を決定

遠隔点呼の評価
方法の検討 評価結果に基づく、機器性能等の検討

制度化に関する
中間取りまとめ

制度化案の
取りまとめ

必要に応じて、
制度化案を修正

検討
スケジュール

・検討会キックオフ
・検討スケジュール
・実証実験の内容

について議論

★

実証実験（第２弾）
の開始を決定
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ＩＣＴの活用による点呼の高度化の展望について

情報通信・分析技術の進化

センシング技術の進化点呼項目

（始業時・終業時共通）
本人確認
酒気帯び確認
点呼簿の作成

（始業時）
携行品確認
健康状態の確認
日常点検報告の確認
運行指示
運転特性に係る注意 等

（終業時）
携行品回収
異常の有無の確認
勤務の確認 等

各
点
呼
項
目
に
お
け
る
確
認
・指
示
の
確
実
性
の
向
上

対面点呼の義務

運行管理者は運転者の
乗務前後に点呼項目に
沿った確認を対面で実施。

ｱﾙｺｰﾙ検知器使用の義務化
（2009年度～）

検知器の使用による、酒気帯びの
確認における明確な基準を設定。

点呼支援機器（ロボット等）に終業時
点呼における確認、指示項目の一部
または全てを代替

点
呼

（運転者）（運行管理者）

終業時点呼における自動点呼の導入

点
呼

（点呼支援機器） （運転者）

★ ｱﾙｺｰﾙ検知器による呼気濃度の可視化

★ 画像認識技術による顔認証

★ 生体情報に基づく健康・疲労状態の可視化

各種機器のインターネット接続（IoT技術）
による携行品管理

★ 車両位置等の運行状況の一元的な管理

現在

★ デジタコのデータ解析による運転特性の分析

上記項目に係る情報から、
運行実施の可否について
総合的に判断。

AI 技術の進化 多角的な情報から
乗務可否について総合的
に判断できるシステム

① 点呼を支援する各種技術
の進化

② 点呼を支援する機能と性能
の多様化

点呼機器に関する状況変化

★

★ 運転者の運行に係る情報を一元的
に管理・共有できるシステム

★ テレビ電話による
映像配信

始業時点呼における自動点呼の導入

★

●必要な技術検討

●必要な技術検討

●必要な技術検討

●必要な技術検討

●必要な技術検討

●必要な技術検討

点呼支援機器に係る認定制度の策定

①点呼における運行管理者の判断を、より確度の高い機器によるもの
に代替できるよう、点呼項目ごとに機器に求める性能要件を検討する。

②市場の点呼支援機器が、点呼項目のうち、どの項目の性能要件を満たし
ているかを明確に証するために、認定制度を策定する。

中継機器を用いた遠隔地の
運転者への点呼が優良
事業者において可能になる。

優良事業者によるIT点呼（遠隔点呼）
の導入 [2007年度～]

高度な点呼機器の使用による
IT点呼(遠隔点呼)の対象拡大

点呼に必要な運転者の情報の提供が
可能である高度な点呼機器を使用する
ことを条件に、IT点呼（遠隔点呼）を認める。

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

再掲

始業時・終業時点呼における自動点呼に
ついては、技術的に早期実現が見込まれる
終業時点呼の点呼支援機器の認定制度
から検討を開始。
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点呼支援機器について

確認項目 本人確認

異常の有無・運行状況確認

酒気帯び確認

携行品回収

積荷状況等確認

苦情等確認

勤務確認

記録項目 上記項目における確認内容等

確認項目 本人確認

日常点検報告

酒気帯び確認

健康状態等確認

携行品確認

指示項目 安全確保のための必要な指示

注意事項指示（休憩場所、時間に関する注意事項等）

運転特性の注意

記録項目 上記項目における確認・指示内容等

（始業時点呼における主な確認・指示・記録項目） （終業時点呼における主な確認・記録項目）

（参考）法令で定めれている点呼項目について

現在開発が進められている点呼支援に資する機器について 点呼支援ロボット

アルコール検知器

免許証リーダー

キーボックス現在、民間企業を中心に点呼を支援する機器の開発が
進められており、様々なデバイスとの連携により、本人
確認、酒気帯びの確認、予め設定した指示事項の表示、
報告事項の音声入力等が可能となっている。

（右の写真はナブアシスト社の「Tenko de unibo」。）

運行管理者は、始業時点呼において、
上記項目から、運行実施の可否について総合的に判断。

運行管理者は、終業時点呼において、
上記項目に関する情報を関係者に伝達。6



令和２年度 令和３年度

３月 ４〜６月 ７〜９月 １０〜１２月 １月〜３月

検討会

テーマ別
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業者①
（実証調査第１弾）

事業者②
（実証調査第２弾）

自動点呼の導入の検討スケジュール案

始業時点呼支援機器の性能要件の検討に必要なデータ採取

終業時点呼支援機器の性能評価方法の検討

事業者による終業時点呼支援機器の評価

終業時おける自動点呼の試験的実施

事業者による実験結果の評価

★ ★

検討
スケジュール

・検討会キックオフ
・検討スケジュール

について議論

★

実証実験の開始
を決定

・終業時点呼支援機器の認定制度案
・始業時点呼支援機器の性能要件案

の取りまとめ

・終業時点呼支援機器の
性能評価方法の取りまとめ

・実証実験の内容の決定

始業時点呼支援機器の性能要件及び性能評価方法の検討

終業時点呼支援機器の認定制度の検討

点呼支援機器が点呼における確認、指示項目の
一部または全てを代替できるよう、機器の要件を検討。

始業時・終業時点呼における自動点呼の導入

点
呼

（運行管理者） （運転者） （認定機器） （運転者）

点
呼

（令和３年度前期）
点呼支援機器の終業時点呼における実証調査を
開始。

（令和３年度後期）
実証調査の結果から、点呼支援機器に係る認定制度を
検討。
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令和２年度 令和３年度

３月 ４〜６月 ７〜９月 １０〜１２月 １月〜３月

検討会

テーマ別
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

事業者

運行指示者の一元化の検討スケジュール案

運行中の他営業所の運転者・車両に対する運行指示
を行えるよう、営業所や運行管理者が満たすべき条件
を検討。

運行指示者の一元化
運
行
中

（営業所A） （Aの運転者・車両）

運
行
中

運
行
中

運
行
中

（営業所B） （Bの運転者・車両）

（令和３年度前期）
運行指示者の一元化における輸送の安全に係る
課題を調査。

（令和３年度後期）
左記課題に対応するための条件について実証し、
制度化を検討。

国交省による実験結果の評価

運行指示者の一元化の試験的実施

事業者による実験結果の評価

★ ★

運行指示者の一元化の評価方法の検討 評価結果に基づく、制度化の検討

実証実験の内容
について議論

制度化案の最終
取りまとめ

検討
スケジュール

・検討会キックオフ
・検討スケジュール

について議論

★

実証実験の開始
を決定

運行指示者の一元化に係る課題の整理

★制度化に関する
中間取りまとめ
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令和２年度 令和３年度

３月 ４〜６月 ７〜９月 １０〜１２月 １月〜３月

検討会

運行時以外の運行管理業務の一元化の検討スケジュール案

運行管理者業務の全てを他営業所で行うことができるよう、営業所や運行管理者が満たすべき
条件を検討。

運行時以外の運行管理業務の一元化

（令和３年度）
一元化により効率化が見込まれる運行管理業務について、事業者に対するニーズ調査を実施。

事業者に対するニーズ調査 ★

今後検討すべき
テーマを決定

検討
スケジュール

・検討会キックオフ
・検討スケジュール

について議論

★ 事業者に対するニーズ調査★

ニーズ調査
の中間報告
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令和３年度における各テーマに関する取組内容について（まとめ）

運行時以外の運行管理業務の一元化

運行指示者の一元化

始業時・終業時点呼における自動点呼の導入

IT点呼（遠隔点呼）の対象拡大

運行管理者業務の全てを他営業所で行うことができる
よう、営業所や運行管理者が満たすべき条件を検討。

点呼に必要な運転者の情報の提供が可能な高度な
点呼機器を使用することを条件に、他営業所の運転者
に対するIT点呼（遠隔点呼）を認めることを検討。

運行中の他営業所の運転者・車両に対する運行指示
を行えるよう、営業所や運行管理者が満たすべき条件
を検討。

点呼支援機器が点呼における確認、指示項目の一部
または全てを代替できるよう、機器の要件を検討。

運行管理の高度化に関する検討テーマ

（前期・後期）
一元化により効率化が見込まれる運行管理業務について、
事業者に対するニーズ調査を実施。

（前期）
高度な点呼機器を使用した遠隔点呼の実証調査を開始。

（後期）
実証調査の結果から、機器性能等の要件を検討。

（前期）
点呼支援機器の終業時点呼における実証調査を開始。

（後期）
実証調査の結果から、点呼支援機器に係る認定制度を検討。

（前期）
運行指示者の一元化における輸送の安全に係る課題を調査。

（後期）
上記課題に対応するための条件について実証し、制度化を検討。

令和３年度における取組内容
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